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事業種目 道 路 新規評価年度 平成 14 年度 現計画 新規評価時点

事業採択年度 平成 15 年度 総事業費 2.1 億円 5.0 億円
事業名

道路改築事業

一般県道岩見
い わ み

揖保川
い ぼ が わ

線 着工年度 平成 19 年度 内用地補償費 0.02 億円 0.5 億円

完成予定年度 平成 28 年度 平成 19 年度
事業区間 たつの市御津町

みつちょう

岩見
い わ み

進 捗 率

(内用補進捗率)

14％

(０％)
－

所在地 たつの市御津町
みつちょう

岩見
い わ み

残事業費 1.8 億円 －

事業の目的 事業内容（ ）新規評価時点

・一般県道岩見揖保川線は、国道 250 号を起点に国道２号に至

るたつの市南部の県道であり、山陽自動車道龍野西 IC と国

道 250 号を結ぶ「はりま・ふれあいﾛｰﾄﾞ」の構成路線である。

・このうち、起点の国道 250 号との交差点は、形状が悪く、対

向車線にはみ出さないと曲がることができないため、交差点

形状(交差角度)を改良し、通行車両の安全で円滑な通行を確

保するとともに、臨海部の産業拠点や観光施設へのアクセス

を強化する。

交差点改良 L=110ｍ（L=220m）

【構 造 規 格】：第３種３級（山地部）

【計 画 幅 員】：6.0(7.5)ｍ ２車線

【現況交通量】：

2,780 台/日(H21.２実測)

【負 担 割 合】：県 10/10

・事業着手時と比べ、自動車交通量は増加している。

H11 ｾﾝｻｽ 1,804 台/日 → H21 年２月調査 2,780 台/日（1.54 倍）

・「道の駅みつ」が H22.2 月にｵｰﾌﾟﾝした他、室津漁港ではｶｷ養殖に関連する施設の整備が

進んでいる。

事業を取り巻く

社会経済情勢等

の変化

【新規評価時点からの事業計画･総事業費･工期の変更概要】

①岩掘削による振動に伴い近隣建物への影響が発生したため、当初計画で事業を実施する

には、振動対策等を考慮した工法への変更により、大幅な事業費増が必要となる。

②宍粟市やたつの市などを南北に結ぶ揖龍南北幹線道路のうち、現在、県・たつの市で国

道２号と旧御津町中心部を結ぶ整備に取り組んでおり、この区間の完成によりたつの市

中心部と臨海部を結ぶ交通の転換が見込まれる。

③以上から、大型車(L=12m)が対向車線を使用せずに通行が可能であった従来の計画を、一

般的な救急車両(L=6m）が通行可能な計画に見直すことにより、総事業費を 5.0 億円から

2.1 億円に縮減する。

④事業計画の変更に伴う地元協議に時間を要したため、完成予定年度を H28 年度まで延伸

する。

進捗状況

・H19 年度に工事着手したが、岩掘削による振動に伴い工事を中断した。

・その後、交差点計画の見直しについて地元等と協議を進め、H24 年度に合意を得た。

・H26 年度までに用地取得を終え、引き続き工事を実施し、H28 年度の完了予定である。

評価視点 評価結果の説明

(1)必要性 ・本交差点は、乗用車でも対向車線にはみ出さないと曲がることができない危険な状況な

ため、交差点を改良する（過去５年間の事故件数は４件）。

・室津漁港や「道の駅みつ」など産業拠点・観光施設へのアクセスを強化する。

(2)有効性・

効率性

・周辺道路の整備状況等を踏まえ、一般的な救急車両が安全・円滑に通行することが可能

となる交差点計画へ見直しを行った。

(3)環境適合性・法面については、在来種等による植生の復元を図り、周辺環境の保全に配慮する。

(4)優先性 ・安全で円滑な通行の確保のため、早期に事業を完了させる必要がある。

・たつの市や地元住民からも早期整備を望む強い要望がある。

再評

価の

結果

継続
左の

理由

・依然として本交差点は危険な状況であり、周辺道路の整備状況等を踏まえて事業

計画の見直しを行ったこと、また、事業の早期完成を望む地域からの要望が強い

ことから、継続して事業を実施する必要がある。

道路－１



事業進捗状況概要図（継続：再評価）

事業名 道路改築事業 路線・河川名 一般県道 岩見揖保川線

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

H15～28 年度【事業費＝2.1 億円】

延長 L=110m、幅員 W=6.0(7.5)m

工事：交差点改良

用地：約 1,360 ㎡

過去

10 年間

H15～24 年度【事業費＝0.3 億円】

事業進捗率 14％（事業費ベース）

用地取得率０％（面積ベース）

―

今後

４年間

H25～28 年度【事業費＝1.8 億円】

H26 年度 用地買収完了

H28 年度 完成

交差点改良により、安

全で円滑な交通が確

保される

当初計画及び実施工程
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道路－２

事業箇所

道路改築事業
岩見揖保川線
たつの市御津町岩見
交差点改良L=110m

凡 例

： 山陽自動車道
： 国道
： 県道
： はりま・ふれあい
ﾛｰﾄﾞ
： 揖龍南北幹線道路
： 事業箇所

凡 例

： 山陽自動車道
： 国道
： 県道
： はりま・ふれあい
ﾛｰﾄﾞ
： 揖龍南北幹線道路
： 事業箇所
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工種

調査・設計

用地補償

道路改良工事

：当初計画

：実施計画

年 度
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位置図

凡 例

： 山陽自動車道
： 国道
： 県道
： はりま・ふれあい
ﾛｰﾄﾞ
： 揖龍南北幹線道路
： 事業箇所

事業箇所

道路改築事業
岩見揖保川線
たつの市御津町岩見
交差点改良L=110m

道
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３



事業箇所周辺航空写真
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凡 例

： 岩見揖保川線

： 国道250号

： 事業箇所

至相生市

至姫路市

至
た
つ
の
市
街
地

道
路
－
４



道
路
－
５

国道
250号

至相生市

至姫路市

県道
岩見
揖保
川線

至たつの市街地

交差点部の線形が悪く、乗用車でも対向車線にはみ出さないと曲がることができない

事故発生箇所

乗用車でも左折できない

①

現道の状況

事故発生件数 （件）

平成20年 0

平成21年 2

平成22年 0

平成23年 2

平成24年12月まで 0

計 4

車両 乗用車
全長 4.7ｍ
車幅 1.7ｍ

最小回転半径 ６m



従来の計画

見直し後の計画

国道
250号

至姫路

車両 大型車
全長 12.0ｍ
車幅 2.5ｍ

大型車が対向車線を
使用せずに通行可能

国道
250号

車両 救急車両
全長 6.0ｍ
車幅 2.0ｍ

【見直し内容】
周辺道路の整備状況等を踏まえ、対象車両を「大型車」から「一般的な救急車両」に変更
①交差点位置を東側に移動させることにより、切土法面を大幅に削減（７段→３段）
②国道の付加車線を廃止し、影響範囲を最小限にする

岩見
揖保
川線

一般的な救急車両が対向車線を
使用せずに通行可能

計画の見直し内容

道路－６
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至姫路

至たつの市街地

岩見
揖保
川線
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事業の必要性（産業・観光）

・室津漁港や道の駅みつなど産業拠点・観光拠点への
アクセス道路としての機能を強化する。

事業箇所

道
路
－
７

道の駅「みつ」

室津漁港 ｶｷ水揚げ

相 生 市


